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「駐車場係」、ありがとうございました 

毎年、年少組の保護者の皆様が、１年間を通し

て「駐車場係」をやってくださっています。保護

者の皆様が子どもたちを迎えに来る時間帯は、小

学校の昼休みの時間ですので、小学生が校庭で元

気に遊んでいます。子どもたちですから、追いか

けっこをしたり、サッカーのボールを追いかけた

りして、駐車場のところまで駆け込んでくること

もあります。迎えに来た車の前に飛び出したり、

接触したりする危険は常にあります。大きな事故につながらないとも限りません。 

しかし実際には事故は起きませんでした。「駐車場係」の保護者の皆様の子どもたちを見

守る優しいまなざしが、事故を未然に防いでいるのだと思います。 

このように事故を未然に防ぐような地道な活動は、なかなか注目されません。でも、私

たちの社会は、この「駐車場係」のような献身的な活動によって守られていることもたく

さんあります。そういうことを忘れないようにしたいと思っています。 

 

小学校入学を前にして 

３月２日(火)、年長組の子どもたちが、小学校入学を前に、小学校の授業を見に行きま

した。今回は、実際に１年生の教室に入って、授業の様子を見てくるというので、小学校

へ行く前から、子どもたちはとても緊張していました。 

でも、小学校から帰ってきた子どもたちにきいてみると、どの子もみんな「楽しかった

よ。」と言っていました。子どもたちは、鍵盤ハーモニカの演奏を聴かせてもらったり、タ

ブレットを見せてもらって、「これで宿題をやったりするんだよ。」などとお話を聞いたり

して、小学校はとても楽しそうだなと感じたようで

す。 

子どもたちは、どの子も入学をとても楽しみにし

いますが、それと同時に、すごくドキドキもしてい

ます。やはり、幼小の交流の機会を数多く作ってや

り、入学をワクワクして待つようにしてあげること

が大切なのだと実感しました。次年度も幼小の連接

を丁寧に進めていきたいと考えています。 


